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気
弱
9
穿
垂
磧
に
關
賦
す
る
前
置
詞
で
あ
る
。
特
殊
科
學

は
戸
立
の
部
分
彰
々
を
抽
象
す
る
認
識
で
あ
っ
て
一
そ

れ
は
団
闘
酎
丑
日
（
　
§
σ
q
ご
島
。
Ω
。
嚢
婁
く
茨
。
塁
。
ゴ
9
隷
嵩
以
來
の

ゲ
イ
ル
タ
イ
の
考
へ
で
あ
る
一
目
冨
。
膏
亀
2
巨
お
。
臨
。
謬

こ
し
て
の
哲
學
に
よ
っ
て
初
め
て
総
括
的
な
實
在
の
認
識

が
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
次
の
や
う
に
古
せ
ば
い

、
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
「
…
從
っ
て
哲
學
に
つ
い
て
の
一
面

的
な
概
念
規
定
の
う
ち
で
も
哲
學
は
理
論
の
理
論
で
あ
り

諸
々
の
特
殊
科
學
の
、
實
在
の
認
識
へ
の
総
括
で
あ
り
ま

た
基
礎
付
け
で
あ
る
ε
い
ふ
概
念
規
定
ほ
こ
閉
瞭
な
概
念

規
定
は
他
に
な
い
。
」

　
私
が
こ
、
に
暴
げ
た
三
訂
中
の
誤
諜
は
、
論
文
の
主
要

な
箇
所
に
就
い
て
な
さ
れ
た
も
の
ご
し
て
考
へ
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
か
．
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
他
の
多
く
の
誤

課
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
之
ら
が
誤
講
の

全
部
で
は
な
い
。
然
し
才
た
私
が
提
出
し
た
質
疑
に
も
、

　
　
　
　
　
禦
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
コ
へ
　
も
　
へ
　
も
　

原
丈
及
び
邦
繹
の
私
の
側
の
誤
解
に
基
い
て
み
る
こ
こ
ろ

の
多
く
の
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
亦
駿
へ
を
受
け
る
こ
ご
が
忠
負
れ
ば
私
の
喜
び
で
あ
る

ゲ
イ
ル
タ
イ
が
吾
々
の
師
で
あ
る
限
り
、
勝
部
氏
は
吾
々

の
師
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
し
て
、
氏
の
御
指
導
を
こ
～
に

懇
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
煎
り
）

彙

　
　

《
．
《
‘

　
　
印
度
宗
教
學
界
例
話

五
月
十
二
日
（
水
）
午
後
六
時
牛
よ
り
學
盈
集
承
所
南
室
に
て

　
　
祀
隔
信
弘
磯
の
支
那
…
選
蓮
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
松
本
Ψ
凸
三
甜
鼎
樽
士

　
　
美
　
學
　
會

｝
工
n
刀
∴
ポ
五
n
口
（
土
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
・
馬
所
｛
剛
室
に
て

　
　
美
的
感
傷
移
入
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
芳
夫
君

　
　
天
龍
岩
窟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
伊
九
良
君

　
　
教
育
學
研
究
會

叫
二
三
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二
戸
研
究
　
第
百
二
十
三
號

五
月
二
十
七
R
【
（
水
）
午
後
六
暗
よ
り
墨
一
生
錐
鷺
樹
所
乾
室
に
て

　
　
　
口
語
式
蕪
敷
育
に
關
す
ろ
實
演
　
　
　
西
川
吉
之
助
庭

訓
一
一
四

P
　
　
レ
ン
　
L
診
｝
「
』
卜
　
　
卜
》
・
レ
ト
　
レ
艶
』

寄
購
雑
誌
書
籍

哲
學
雑
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
硯
究
、
…
観
想
、
内
外
数
育
評
論
、

學
校
数
育
、
敷
育
時
論
、
願
慧
、
信
濃
敷
育
、
東
亜
之
光
、
敷
育
學
術
會
、

都
市
数
育
、
生
理
騒
研
究
、
隅
艮
史
談
、
敷
育
論
叢
、
佛
数
研
究
、
離
鰹
、


